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森の学び舎 
-日野 仲田の森再生計画- 
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80 years ago, in the Forest Nakata, Hino city, Tokyo, has been developed as a "Hino Silkworm laboratory". 
In recent years, the plan to a vacant lot, a whole Nakata forest, including the house is being in progress, however. 
The spindle that the location is familiar to its historical and regional space, this plan is carried out, including the 
mulberry house, playing the entire Nakata forest. 
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１・設計概要    
               
２・住民参加型の計画                           
 
写真１ 外観写真 桑ハウス 
 
東京都日野市にある仲田の森は、約８０年前「蚕糸
試験場日野桑園」として整備された。その旧蚕糸試験
場の建物として唯一残っている桑ハウス (旧第一蚕
室)は、昭和初期の洋風建築物として、漆喰仕上げの
ディティールや特徴的な合せ梁の架構など、その姿を
現在まで保っている。 
しかし近年、桑ハウスを含む仲田の森全体を、安全面
や土地の有効活用を名目に更地にする計画が進行し
つつある。本計画では、その歴史的な空間や地域に親
しまれる場所ということを主軸に、桑ハウスを含む、
仲田の森全体の再生を行う。 
 
本計画では、ただ設計を行うのではなく、ワークシ
ョップなどを通し、地域住民の意見を反映させる。手
始めに、森と接する機会が一番多く、森に隣接する小
学校のこども達との再生提案づくりを行った。 
こども達には日頃、目にしている桑ハウスや仲田の
森について、将来どのような空間になったら行ってみ
たいか？をテーマ－に、絵や言葉で提案をしてもらっ
た。 
その案を大学生と一緒に整理し模型を製作した。また、
こども達が描いた絵を参考にパースを描き、子供達の
考えを形にすることで、新しい可能性を模索した。 
 
 
写真２ こども達と製作した模型 
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３・敷地について 
 
図１ 敷地周辺図 
 
桑ハウスを含む仲田の森は、北側に隣接する小学校
や中学校、スポーツセンターなどといった多くの公共
施設の中心に位置する。また年に数回、お祭りやイベ
ントの会場としても活用されている。 
 現在、敷地内には桑ハウスが残るほか、蚕室の基礎
が部分的に残っている。また、日野市を流れる水路か
ら引いた、小川が森の中を流れており、こども達の遊
び場となっている。 
 
４・設計プロセス 
 
 
図２ 設計プロセス 
 
 設計のプロセスとして、まず歴史的な空間を表現
するために、過去の蚕室の配置を敷地全体に展開させ
る。その配置を森の木々や敷地周辺の機能、動線に合
せ、ずらしていく。そこに、こども達と考えた機能を
重ね、さらにカタチを変化させる。 
このように様々な要素を重ね、ずらす行為によって空
間を構成する。この方法により、地域に根差した新し
い森のカタチを創造していく。 
 
 
 
 
５・設計(結論) 
 
図３ 平面図 
  
 今回の設計の成果として以下が挙げられる。 
・失われつつあった、歴史的な蚕室空間の継承。 
・分断されていた日野宿地域の甲州街道～多摩川の 
 流れを仲田の森を軸に再構築した。 
・足りていなかった、小学校の特別教室棟を森と一体
となったカタチで構成した。 
・隣地機能と合わせ、森を歩いていく中で、個から 
・敷地全体をルーバーで構成することで、森全体と一
体となった建築を構成した。 
・ルーバーの幅をグラデーションのように徐々に変化
させることで、木々から建築への自然な変化を表現
した。 
 
図４ 鳥瞰パース 
 
図５ 空間イメージ 
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